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今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
推
進

委
員
会（
委
員
長
：
小
和
田
哲
男
静
岡

大
学
名
誉
教
授
、事
務
局
：
静
岡
商
工

会
議
所
）は
、２
０
１
９
年
の
今
川
義

元
公
生
誕
五
百
年
祭
に
む
け
て
、さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

駿
府
、現
在
の
静
岡
市
は
、義
元
公

を
中
心
と
し
た「
今
川
時
代
」、家
康
公

の「
大
御
所
時
代
」に
繁
栄
し
ま
し
た
。

今
川
文
化
が
花
開
い
て
い
た
時
代
に
、駿

府
で
教
育
を
受
け
元
服
し
た
家
康
公

が
、後
に
駿
府
を
首
都
機
能
を
担
う
国

際
都
市
に
創
り
あ
げ
た
こ
と
は
、「
今
川

か
ら
徳
川
」への
流
れ
で
す
。

　

さ
ら
に
、そ
の
流
れ
は
現
代
の
静
岡

市
に
続
い
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、原
点
と

な
っ
た「
今
川
時
代
」を
振
り
返
り
、義

元
公
の
功
績
を
再
評
価
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
こ
の
街
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

記
念
事
業
に
先
が
け
て
、２
０
１
７

年
５
月
19
日
の
義
元
公
命
日
忌
法
要
日

に
今
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
臨
済
寺

で
、小
和
田
哲
男
静
岡
大
学
名
誉
教

授
、酒
井
公
夫
静
岡
商
工
会
議
所
会

頭
、田
辺
信
宏
静
岡
市
長
、阿
部
宗
徹

臨
済
寺
住
職
に
よ
る「
今
川
復
権
宣

言
！
」を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
19
日
に
は
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で「
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭

推
進
委
員
会
設
立
総
会
」を
開
催
し
、

静
岡
商
工
会
議
所
、静
岡
市
、静
岡
市

美
術
館
、す
る
が
企
画
観
光
局
、徳
川

み
ら
い
学
会
、Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議

会
、人
の
集
ま
る
街
づ
く
り
市
民
会
議
、

駿
府
ウ
エ
イ
ブ
、安
東
地
区
自
治
会
連

合
会
、静
岡
浅
間
通
り
商
店
街
振
興
組

合
、今
川
さ
ん
製
作
委
員
会
で
組
織
す

る
推
進
委
員
会
を
設
立
。

　

ま
た
、静
岡
商
工
会
議
所
と
し
て
、臨

済
寺
に
再
建
す
る「
今
川
霊
廟
」に
係

わ
る
募
金
を
募
り
、２
０
１
８
年
２
月

15
日
、臨
済
寺
で
酒
井
会
頭
が
阿
部
住

職
に
５
０
０
万
円
を
寄
付
。

　

３
月
20
日
に
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決

定
。群
青
の
地
に
金
の
旗
印｢

赤
鳥｣

と

「
２
０
１
９
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年

祭
」の
文
字
を
合
わ
せ
た
も
の
。

　
「
赤
鳥
」す
な
わ
ち
女
性
の
道
具
で

あ
る
垢
取
を
旗
印
と
し
た
経
緯
は
、今

川
氏
の
初
代
の
範
国
が「
赤
鳥
」を
旗

印
に
美
濃
青
野
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た

後
、静
岡
浅
間
神
社
に
参
拝
し
た
と
こ

ろ
、坐
女
が「
浅
間
社
の
神
が
赤
鳥
を
お

前
に
与
え
た
の
で
、戦
い
に
勝
ち
、こ
の

国
を
得
た
」と
い
う
神
の
託
宣
を
伝
え

た
か
ら
、と
範
国
の
次
男・了
俊
が
書
き

残
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
、

５
月
19
日
の
義
元
公
命
日
に
臨
済
寺
で

「
霊
廟
落
慶
法
要
」「
特
別
拝
観
」を
行

う
ほ
か
、次
の
事
業
を
予
定
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
駿
府
城
公
園

で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で「
駿
府
と
今
川

氏
」を
Ｐ
Ｒ
。年
４
回
の「
今
川
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
」。旧
青
葉
小
学
校
跡
地
で

の「
今
川
氏
特
別
企
画
展
」。地
元
静
岡

の「
今
川
関
連
史
跡
の
ウ
ォ
ー
ク
企
画
」。

「
今
川
氏
に
関
わ
る
歴
史
講
演
会
」。演

劇「
今
川
物
語
ゼ
ロ
」。

　

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、広
報
誌
で

過
去
に
連
載
し
た
小
和
田
哲
男
氏
執

筆「
駿
府
と
今
川
氏
」に
加
筆
し
た
冊

子
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、漫
画「
今

川
義
元
公
入
門
講
座
」を
１
年
間
、広

報
誌
に
連
載
後
、冊
子
と
し
て
配
布
し

ま
す
。

義
元
公
を
再
評
価
し
、

市
民
の
誇
り
を
醸
成

今
川
復
権
宣
言
と

推
進
委
員
会
設
立

旗
印
「
赤
鳥
」
を
使
っ
た

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定

講
演
、
展
示
、ウ
ォ
ー
ク
、

演
劇
、
漫
画
で
Ｐ
Ｒ

阿部住職に目録を手渡す酒井会頭今川義元公像

今川義元公生誕五百年祭にむけて


